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日
本
語
で
は
大
洋
州
と
訳
さ
れ
る
オ
セ

ア
ニ
ア
は
赤
道
を
挟
ん
で
南
北
両
半
球
に

お
よ
び
、
日
付
変
更
線
の
東
西
に
ま
た
が

る
太
平
洋
の
大
半
を
含
む
広
範
な
領
域
で

あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
と
比
較
的

大
き
な
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
パ
プ
ア

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
を
除
く
と
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
太
平
洋
上
に
散
在
す
る
島
嶼
群
か
ら

な
っ
て
い
る
。
当
館
の
資
料
収
集
対
象
地

域
と
し
て
の
オ
セ
ア
ニ
ア
は
主
に
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
除
い

た
メ
ラ
ネ
シ
ア
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
、
ミ
ク
ロ

ネ
シ
ア
の
三
地
域
で
あ
る
。
当
館
の
オ
セ

ア
ニ
ア
資
料
の
特
色
と
し
て
文
化
や
社
会

な
ど
人
類
学
を
扱
っ
た
図
書
の
蔵
書
が
多

い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
九
世
紀
の
太

平
洋
諸
島
の
文
化
、
社
会
を
紹
介
し
た
貴

重
な
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
資
料
で
あ
る

P
acific Island culture &

 society : 
the papers of the R

everend 
G

eorge B
row

n

（
一
八
三
五
年
～

一
九
一
七
年
）, M

e
th

o
d

ist 
m

issionary, from
 the S

tate 
Library of N

ew
 S

outh W
ales

も

そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
メ
ソ

ジ
ス
ト
教
徒
の
宣
教
師
と
し
て
一
八
六
○

年
か
ら
主
に
サ
モ
ア
を
中
心
に
、
ニ
ュ
ー

ブ
リ
テ
ン
、
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
（
現
在
の
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
地
域
）、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
ポ
リ

ネ
シ
ア
な
ど
に
四
八
年
に
渡
っ
て
滞
在
し

た
ジ
ョ
ー
ジ
・
ブ
ラ
ウ
ン
（
一
八
三
五
年

～
一
九
一
七
年
）
に
よ
る
太
平
洋
諸
島
の

文
化
と
社
会
を
紹
介
し
た
記
録
で
あ
る
。

ジ
ョ
ー
ジ
・
ブ
ラ
ウ
ン
は
『
宝
島
』
の
作

者
と
し
て
有
名
な
ロ
バ
ー
ト
・
ル
イ
ス
・

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
を
友
人
に
持
ち
、
ロ

ン
ド
ン
動
物
学
会
の
優
れ
た
通
信
員
と
し

て
の
観
察
力
を
持
っ
て
、
訪
れ
た
多
く
の

ポ
リ
ネ
シ
ア
諸
国
に
つ
い
て
詳
細
で
分
か

り
や
す
い
記
録
や
メ
モ
を
残
し
た
。
こ
こ

で
紹
介
す
る
の
は
、
そ
れ
ら
を
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
に
複
製
し
た
資
料
で
あ
る
。

二
二
リ
ー
ル
に
渡
る
フ
ィ
ル
ム
に
は
彼
が

滞
在
し
た
国
々
に
関
す
る
書
簡
、

一
二
八
七
点
の
写
真
、
先
住
民
の
生
活
や

言
語
な
ど
に
関
す
る
メ
モ
類
、
手
書
き
の

自
伝
な
ど
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
当
時
の

人
々
の
風
俗
習
慣
や
ポ
リ
ネ
シ
ア
文
化
、

社
会
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料

で
あ
る
。
ま
た
ジ
ョ
ー
ジ
・
ブ
ラ
ウ
ン
は

記
録
や
メ
モ
の
他
、
布
教
活
動
の
合
間
に

多
く
の
民
族
資
料
も
収
集
し
て
い
た
。
そ

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
彼
の
死
後
イ
ギ
リ
ス

で
所
蔵
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
何
度
か

の
売
却
を
経
て
、
現
在
民
博
（
国
立
民
族

学
博
物
館
）
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
後
に
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア

の
南
洋
群
島
（
現
在
の
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
、

パ
ラ
オ
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
、
北
マ
リ

ア
ナ
諸
島
）
は
日
本
の
委
任
統
治
領
と
な

り
、
そ
れ
ら
を
統
括
す
る
南
洋
庁
が

一
九
二
二
年
四
月
に
パ
ラ
オ
に
開
設
さ
れ

た
。
一
九
四
五
年
の
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾

で
事
実
上
消
滅
す
る
ま
で
の
間
南
洋
庁
か

ら
南
洋
群
島
に
関
す
る
様
々
な
資
料
が
出

版
さ
れ
て
い
る
。
所
謂
南
洋
庁
関
連
の
資

料
も
所
蔵
し
て
い
る
。
行
政
機
関
の
出
版

物
と
し
て
代
表
的
な
も
の
に
『
日
本
帝
国

委
任
統
治
地
域
行
政
年
報
』（
ク
レ
ス
出

版　

一
九
九
九
年
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
施

政
機
関
の
年
次
報
告
書
と
し
て
一
九
三
八

年
ま
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
の
復
刻
版
で
あ

る
。
原
本
の
出
版
は
一
九
二
五
年
版
か
ら

外
務
省
と
な
っ
て
い
る
。
当
館
所
蔵
は

一
九
二
○
年
か
ら
一
九
三
八
年
ま
で
。
同

じ
く
復
刻
版
で
出
版
さ
れ
て
い
る
南
洋
廳

編
『
南
洋
廳
統
計
年
鑑―

第
一
巻
～
第

四
巻
』（
青
史
社　

一
九
九
三
年
）
に
は

人
口
、
土
地
、
行
政
、
衛
生
、
教
育
・
宗

教
、
産
業
、
交
通
・
通
信
、
商
業
・
金
融
、

財
政
、
貿
易
、
社
会
事
業
に
至
る
基
本
的

な
統
計
指
標
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
第
一

回
年
鑑
（
昭
和
八
年
刊
）
に
は
大
正
一
一

年
の
南
洋
庁
開
設
年
か
ら
昭
和
六
年
ま
で

の
統
計
指
標
が
、
第
九
回
年
鑑
（
昭
和

一
六
年
刊
）
に
は
昭
和
一
四
年
ま
で
の
統

計
指
標
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
南

洋
群
島
を
概
観
す
る
資
料
に
は
『
南
洋
群

島
要
覧
』（
南
洋
廳
）
が
あ
り
昭
和
一
七

年
（
一
九
四
二
年
）
ま
で
ほ
ぼ
毎
年
出
版

さ
れ
て
い
る
。
当
館
所
蔵
は
昭
和
七
年
版

と
昭
和
九
年
版
。
そ
の
他
、
南
洋
庁
の
施

政
十
周
年
を
記
念
し
て
出
版
さ
れ
た
南
洋

廳
長
官
々
房
編
『
南
洋
廳
施
政
十
年
史
』

（
南
洋
廳　

一
九
三
二
年
）、
南
洋
廳
長

官
々
房
調
査
課
編
『
南
洋
群
島
現
勢
』
昭

和
一
四
年
度
版
（
南
洋
群
島
文
化
協
會　

一
九
三
九
年
）
や
『
サ
イ
パ
ン
支
廳
管
内

概
要
』
昭
和
一
三
年
度
版
（
南
洋
廳
サ
イ

パ
ン
支
廳　

一
九
三
八
年
）
な
ど
も
所
蔵
。

人
口
調
査
も
大
正
九
年
（
一
九
二
○
年
）

に
第
一
回
目
の
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
て

い
る
が
驚
く
こ
と
に
こ
の
国
勢
調
査
は
日

本
本
土
に
お
い
て
の
第
一
回
国
勢
調
査
と

同
年
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
も
国

勢
調
査
は
五
年
毎
に
行
わ
れ
報
告
書
も
出

版
さ
れ
て
い
る
。
当
館
所
蔵
は
第
三
回
、

第
四
回
の
『
南
洋
群
島
島
勢
調
査
書―

昭
和
五
年
』（
南
洋
廳　

一
九
三
二
年
）

お
よ
び
『
南
洋
群
島
島
勢
調
査
書―

昭

和
一
○
年
』（
南
洋
廳
長
官
官
房
文
書
課

一
九
三
七
年
）。
昭
和
五
年
の
調
査
報
告

書
は
全
四
巻
（
括
編
、
島
民
編
、
邦
人
外

国
人
編
、
顛
末
）。
同
じ
く
一
○
年
の
報

告
書
は
全
二
巻
（
統
計
表
、
顛
末
）
か
ら

成
っ
て
い
る
。
南
洋
群
島
文
化
協
會
、
南

洋
協
會
南
洋
群
島
支
部
編
『
南
洋
群
島
寫

眞
帖
』（
南
洋
群
島
文
化
協
會　

一
九
三
八
年
）
に
は
委
任
統
治
下
に
あ
っ

た
各
島
の
島
民
の
生
活
、
風
俗
習
慣
、
芸

能
、
伝
承
文
化
、
教
育
な
ど
の
写
真
は
も

と
よ
り
、
日
本
に
よ
っ
て
開
発
が
進
ん
だ

糖
業
、
水
産
業
な
ど
の
産
業
の
写
真
も
掲

載
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
南
洋
群
島
の
様

子
が
見
て
取
れ
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
資

料
の
多
く
は
収
集
時
期
が
古
く
、
残
念
な

が
ら
地
域
別
配
架
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

ま
た
復
刻
版
を
除
く
資
料
の
多
く
は
出
版

か
ら
半
世
紀
を
ゆ
う
に
経
て
お
り
破
損
、

劣
化
が
進
み
、
開
架
か
ら
閉
架
書
架
へ
の

移
動
や
、
資
料
に
よ
っ
て
は
電
子
化
し
て

こ
れ
ら
資
料
の
保
存
を
図
っ
て
い
る
。

（
い
し
ざ
き　

え
り
こ
／
ア
ジ
ア
経

済
研
究
所
図
書
館
）

レ
フ
ァ
レ
ン
ス

コ
ー
ナ
ー

ア
ジ
研
図
書
館
の

オ
セ
ア
ニ
ア
資
料
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